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春
風
を
き
っ
て
、
美
術
鑑
賞
の
一

日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

【
行
き
先
】

韮
崎
大
村
美
術
館（
山
梨
県
韮
崎
市
）

　
日
本
を
代
表
す
る
女
性
画
家
た
ち

の
作
品
、
安
井
曽
太
郎
ほ
か
文
化
勲

章
受
章
有
名
画
家
の
作
品
が
見
ら
れ

ま
す
。

山
梨
県
立
美
術
館（
山
梨
県
甲
府
市
）

　
ミ
レ
ー
、
モ
ロ
ー
な
ど
印
象
派
の

作
品
、
新
収
蔵
作
品
、
企
画
展
な
ど

た
く
さ
ん
の
作
品
を
鑑
賞
し
ま
す
。

■
日
時
　
３
月
１８
日（
火
）

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
４
時
予
定

■
集
合
場
所
　
穂
高
会
館

■
対
象
　
市
内
在
住
の
成
人

■
参
加
料
　
２
、２
０
０
円

　（
入
館
料
・
昼
食
代
・
資
料
代
な
ど
）

■
定
員
　
３０
人（
先
着
順
）

■
講
師
　
征
矢
野
久
さ
ん

■
申
込
方
法
　
３
月
４
日（
火
）午
前

　
８
時
３０
分
か
ら
受
付
開
始
。
穂
高

　
会
館
窓
口
へ
参
加
費
を
添
え
て
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

　
は
１
人
に
つ
き
１
人
分
ま
で
で
す
。

　
穂
高
教
育
課
生
涯
学
習
係

　（
4
８２
・
５
９
７
０
6
８２
・
３
９
９
０
）

　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
初
心
者
、
ま
た
、

こ
れ
か
ら
始
め
た
い
皆
さ
ん
を
対
象

に
基
礎
的
な
操
作
や
状
況
に
合
っ
た

写
真
の
撮
り
方
を
学
び
ま
す
。
昼
の

部
、
夜
の
部
、
都
合
の
良
い
時
間
帯

を
選
べ
ま
す
。

■
開
催
日

　
昼
間
の
部
（
全
２
回
）

　
　
第
１
回
 

３
月
４
日（
火
）

　
　
第
２
回
 

３
月
６
日（
木
）

　
夜
間
の
部
（
全
２
回
）

　
　
第
１
回
 

３
月
４
日（
火
）

　
　
第
２
回
 

３
月
７
日（
金
）

■
時
間
 

　
昼
間
の
部
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
夜
間
の
部
　
午
後
７
時
〜
９
時

■
講
師
　
板
持
誠
さ
ん

■
対
象
者
　
市
内
在
住
の
デ
ジ
タ
ル

　
カ
メ
ラ
初
心
者
。

※
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
な
い
人
へ
の

　
貸
し
出
し
も
で
き
ま
す
。

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
大
会
議
室

■
定
員
　
各
部
１０
人（
先
着
順
）

■
受
講
料
　
４
０
０
円

■
申
込
方
法
　
２
月
２６
日（
火
）か
ら

　
受
付
開
始
。
豊
科
公
民
館
窓
口
へ

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に

　
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
豊
科
公
民
館

　（
4
７２
・
２
１
５
８
6
７３
・
６
４
０
１
）

　
安
曇
野
の
冬
の
風
物
詩
・
白
鳥
を

テ
ー
マ
と
し
た
写
真
作
品
を
公
募
し

ま
す
。
作
品
は
４
月
に
展
示
し
ま
す
。

郷
土
の
冬
鳥
の
生
態
、
環
境
な
ど
を

感
じ
取
れ
る
作
品
展
に
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

■
テ
ー
マ
　
今
シ
ー
ズ
ン
市
内
で
撮

　
影
し
た
白
鳥
お
よ
び
白
鳥
に
関
す

　
る
写
真
。

■
受
付
期
間
　
３
月
２
日（
日
）〜
２９
日

　（
土
）豊
科
郷
土
博
物
館
窓
口
へ
直

　
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
展
示
期
間
　
４
月
３
日（
木
）〜
２０
日

　（
日
）（
月
曜
休
館
）

■
サ
イ
ズ
　
四
つ
切
り
以
上
。
額
か

　
パ
ネ
ル
に
入
れ
、
ヒ
モ
を
つ
け
る

　
こ
と
。

■
そ
の
他
　
応
募
点
数
は
１
人
２
点

　
以
内
。
出
品
料
は
無
料
で
す
。
審

　
査
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く

　
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
豊
科
郷
土
博
物
館

　
　
　
　
　
　（
4
・
6
７２
・
５
６
７
２
）

失
わ
れ
た
風
景

〜
写
真
が
語
る
安
曇
野
〜

　
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
・
田
淵
行
男
が

愛
し
た
安
曇
野
の
自
然
を
見
つ
め
る

企
画
展
で
す
。
戦
後
、
観
光
開
発
・

農
業
生
産
増
進
と
い
う
方
針
の
も
と
、

安
曇
野
の
か
け
が
え
の
な
い
自
然
は

破
壊
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
今
回
展

示
す
る
作
品
の
中
に
は
、
す
で
に
私

た
ち
が
失
っ
て
し
ま
っ
た
風
景
も
写

し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
会
期
　
３
月
１１
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
〜
６
月
２９
日（
日
）

■
休
館
日
　
月
曜
日（
祝
日
を
除
く
）、

　
祝
日
の
翌
日

安
曇
野
鳥
景

〜
中
島
泰
樹
写
真
展
〜

　
安
曇
野
出
身
の
写
真
家
・
中
島
泰

樹
氏
は
、
２０
年
以
上
に
わ
た
り
豊
科

の
白
鳥
湖
に
飛
来
す
る
コ
ハ
ク
チ
ョ

ウ
の
撮
影
を
行
い
、
安
曇
野
の
自
然

環
境
を
見
つ
め
続
け
て
い
ま
す
。
写

真
展
を
通
じ
て
、
越
冬
す
る
水
鳥
た

ち
を
取
り
巻
く
安
曇
野
の
景
観
や
自

然
環
境
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
会
期
　
２
月
２６
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
〜
３
月
９
日（
日
）

【
両
展
共
通
】

■
会
場
　
田
淵
行
男
記
念
館
　

■
観
覧
料
　
大
人
３
０
０
円
、
小
中

　
生
２
０
０
円（
団
体
割
引
有
）

　
田
淵
行
男
記
念
館

　（
4
７２
・
９
９
６
４
6
７２
・
９
９
６
４
）

　
豊
科
近
代
美
術
館
で
は
、
４
月
１９

日（
土
）か
ら
開
催
す
る
特
別
展
「
音

に
恋
し
た
美
術
展
」
の
事
前
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
恒
例
の
春
を
呼
ぶ
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。「
音
」と「
美

術
」
の
饗
宴
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
３
月
９
日（
日
）
　

　
　
　
　
午
後
０
時
３０
分
開
場

　
　
　
　
午
後
１
時
開
演

■
場
所
　

　
豊
科
近
代
美
術
館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
入
館
料
　
観
覧
料
は
無
料
で
す
が
、

　
入
館
券
が
必
要
で
す
。

　（
一
般
５
０
０
円
、大
学
・
高
校
生

　
３
０
０
円
、小
中
学
生
１
５
０
円
）

■
出
演
　

　
福
島
優
美
（
マ
リ
ン
バ
）

　
春
山
俊
介
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）

　
宮
下
静
香
（
ピ
ア
ノ
）

　
坂
本
あ
ゆ
み
（
フ
ル
ー
ト
）

■
申
し
込
み
　
不
要
。
直
接
会
場
に

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
当

　
日
会
場
が
満
員
に
な
り
次
第
、
締

　
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
豊
科
近
代
美
術
館
　
　
　
　
　

　（
4
７３
・
５
６
３
８
6
７３
・
６
３
２
０
）

穂
高
公
民
館
成
人
学
級

春
の
美
術
館
め
ぐ
り

田
淵
行
男
記
念
館

企
画
展
・
特
別
展
の
ご
案
内

豊
科
近
代
美
術
館

春
を
呼
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト

豊
科
公
民
館
 

教
養
講
座

初
心
者
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
講
座

「野の仏」 撮影・田淵行男

撮影・中島泰樹

　橋節郎 寄贈作品 豊
科
郷
土
博
物
館

第
２４
回
白
鳥
写
真
展
作
品
募
集

　昨年、漆芸家の故・　橋節郎さんの作品２２６点を寄贈いただきました。その内の１点を紹介します。

「望Ⅱ」は、日本現代工芸美術展という大きな展覧会に出品した作品です。　橋節郎は、２００３年から

亡くなる２００７年まで、同展に「望」という題名の漆立体作品のシリーズを発表し続けました。いず

れも人物を思わせるユーモラスでかわいらしい形の像で、台座とセットになり赤と黒の漆で塗ら

れています。それ以前にも立体作品は多く制作していますが、山や森、木などの自然がテーマで

もっと抽象的な形をしています。それらと比べると「望」は作者の遊び心と暖かいまなざしを感じ

ることができます。

　 安曇野　橋節郎記念美術館（4８１・３０３０6８２・０５５１）

望Ⅱ　2004年制作

い
た
も
ち
ま
こ
と

き
ょ
う
え
ん


